






































































定雅のぬし、去年の秋かせ身にしめる頃ひより、おもきいたつきになやみふ 露の身の置所さへいとおほつかなくも見え侍しか、からうして生のひ、あら玉の春を迎へつ。松竹の千代の一ふ 諷ひもて起たつほと、きさ き末つかたにはなりぬ。ある日かの白梅楼をたつねて
　
いさ花に命拾ひし友訪はん













（巻一）によって伝えられる。 「和泉式部の軒端の梅」もまた『都名所図会』 （同） 描かれて る その解説には「誠心院ハ西光寺の北に隣る。 〈俗に和泉式部といふ。古は小川一条 北にあり。御堂関白道長公の草創にして和泉式部も此寺に入て尼となりて住し也 〉本尊ハ阿弥陀佛脇壇には関白道長公の影を安置す。和泉式部塔、軒端梅有。 」とある。つまり「 の軒端の梅」とは誠心院（中京区新京極六角下ル中筋町東側）にある梅 ことで、 『都名所図会』の図には「泉式部塔」の に描かれる。 『俳諧類舩集』
８「名木」


















































たゝ起ふしの心重く空しき年月をおくりし事、 およそ五とせを過、六とせを経るといへとも、唯に此苦 のかるゝ あたはす。よし野初瀬の花のあしたもいたつらになし、須广の明石の月の夕も化に篭りて旅行風雲のあはれをもし す。又朝暮産業の勤めもなほさり して母兄のなけき、衆人の譏 のふにたへす。 （略）つねに身をうらみ世をいとふは病身のならひにして、つらきいのちをにくむといへとも、
母兄の為にあへて死せん事をもねかはす。 たゝ
是天の命にまかさんなとたはふれにも ひ よみ か、さるを此





碑は表に刻まれた戒名などから、父の歿時に建てられたもの。すなわち、定雅の父は安永二年一月に歿したと知れ 『椿花文集』 に その時詠まれた定雅の発句が収めらており、 そこには 「の身まかりたまひし ／泪なからはつすや居間の注連餝」とある。春の部にあるこの句より、父親が歿し は年明けすぐのこ となるが、それは墓に書かれた日付けとも矛盾し い。とすれば、 「病中口號」が書かれた安永六年頃には既に父はいな ったのである。　
さて、病状が悪化する以前についてもやはり美角と定雅 と に






































ても、梅は想像上のもので く、実際 美角宅に植えられていたのだろう。 『はなこ み』に 、 美角追悼句が二十句あるのだが（定雅詠句一句、志斉句二句を含む） 、このうち、九句が梅を詠んだ句である。その中には几董跋文に添えら た追悼句もある。さ 、本書に収められた追善連 一巻でも定雅がやはり梅を詠み、発句としている。また柳下社友として連 も巻いた柳女 鴬の句を詠んだが、これも梅を想起させる 十分であろう。なお、 「花」を詠ん


































































































のイメージがあったからと捉えるべきであろ 。そして梅 とりあわせとして柳が詠まれ 、また「桺下社」といった社号が出てきたとも考えられる。 「桺下社」は美角生前より用 られたものなのか、美角の死を機に定雅が言い出したものなのかはわからない。 『はこのみ』 ほかで、美角や定雅について柳下舎と表現されたものは未だ見ない。とに く 邸には梅が植えられており そ 皆の知るところで、美角 知人にとって 彼を追悼する に梅 詠むのが自然であったと考えてよいだろう。　
さて、 『はなこのみ』が編まれたのは、天明元年であった。それ
より前の安永七年には定雅宅が「白梅楼」 呼ばれていたことは先述の通 である。 「白梅楼」について、 自身が認め 俳文が残っている。　　　
白梅楼の記
そのかみ、此ほとりは戒光寺の旧跡にして、松柏枝をならへ、千
草ふかくしけりて、人家まれなりと聞傳へしか、今は萬屋いらかをつらね、せちに産業を事とす。かゝる市中に小扉をまうけて、壁ぬりそへ、簀つゝくりしより、古畳をならへてふしとゝはなしぬ。かたへなる炭櫃によ は、粥を焚、しふ茶をわか て、漸く朝暮の飢 しのく机一きや 、焼鍋二つ、琴一面、茶碗三つ、古き書笈、其外夜のものより外、たくはふへくもあらねは、いと安く世を送りて、聊、山林 閑居にも似たり。又せはき庭の面のかきほはやれて、犬の通路となり、塀くつれてはわらはべや踏あけつらんと見へて、たれつくろふものもあらねは おのつから苔ふかく、露きゆる時なく つた朝
は軒にまとひ、小笹かくれに
音を啼むしのさま〳〵、 さすかにむかしし はれて、 いと哀深しさあれはとて、 ひたふ にかゝるあはれを とめたるにもあらす。たゝ箒とる事のむ しくて、捨おきたれはなるへし。
其中に、














今戒光寺甼といふ。其後小川一條の北に移し又京極の東三条の北に移す。今尚戒光寺辻子といふ。正保年中今の地に移して泉涌寺に属す。 〉 」 とある。 『京都 ・ 観光文化時代ＭＡＰ』
	安土桃山地図によれば、














































別稿を用意するが、定雅の菩提寺である善導寺には墓や法要について記載した寺用の控えである盆欄帖というものが存在するのだが、その中の定雅一族の墓について書かれた箇所には、 「伏見京橋大塚小右衛門より勤む」とみえる。この右どなりには定雅のことを示していると思われる「東山貞我事／みす屋甚三郎」の名 見え、二人で法要を執り行ったのだろうと思われる。なお、この時美角は既に鬼籍に入ってお 、 「大塚小右衛門」は美角 ことではない。一方定雅歿時の過去帳には「東山俳仙堂主西村帒 より勤」とあるのだが、この帒美が伏見京橋に住してい 大塚小右衛門だろうと推察きるのである。帒美は、定雅と同じく西村姓を名乗っており、ま後述の通り、 「定雅の遺弟」 言 人物な である。とすれば、志斉、大塚小右衛門、帒美、これらが同一人物という可能性もう。いずれにせよ想像 域を出な が、定雅弟は伏水（伏見）で暮らしていた。弟 み伏水に住ん いたという はそこに定雅 親戚でもいたのかもしれない。　












は、文化八 一二月なので、最初に書かれた住所は それより前のものである。享和二年七月三日から二四日、 八月六日から八日まで馬琴は京都に宿泊。 『羇旅漫録』
	には「斎藤文次」という虚談の名





に収められているのだが その跋文には「爰に椿華亭の主人 過ぬる暮春の此四壁 一廬をまうけ」とある。跋文に日付は入って ないが、序文は「天明ひのえう とし朔且冬至の日源好古梁山 草堂にしるす」とあり、天明六年冬である。あくる正月には刊行されているので、おそらく跋文に う「過ぬ 暮春の此」とは天明六年三月ごろのことである。してみれば、こ に書 れている「四壁の一廬をまうけ」 いうのは白梅楼 ことではないということにな白梅楼は、几董の日記にも見 れるように、安永七年には既に存していた。さらに定雅は、天明の途中より「椿華（花）亭」 亭号を用 るようになる。そ てそ 椿花亭は三条にはなかったである。　　　
二、椿華亭前後
　　









酒は風流のあるし、茶は風雅の友、されはもろこしの司馬相如は酒をうりて文に遊ひ、此國の通圓は茶をうりて侘をたのしふ。我此頃双林寺なる西阿弥の園のかたはらによもきの軒を結ひて、例のわさくれを弄ふのいとま、彼相如か酒、通圓か茶を鬻く。かゝる門に邉りする人風流 徒にあらすといふも なし。飲中の仙にあらすといふものなし。いてや伯倫か二日酔には初むかしをもて是をなくさめ、玉川か寐覚かちなるには欝金香をもてこれを忘らしむ。其角も丈草も此亭に遊ひ うむ事なかれ。もとより阿弥のある 月峯子は所謂数奇人にて家居より庭の木たち、遣り水 さま、菊の谷のなかれをせき入れて、見ところ多クつくりみ ゝれたれは 春は梅 初花より、枝にかよふ鴬、水になく蛙 柳桜の花みとり 更にもいはす、つゝし・山吹・藤・杜若、咲み たる花の中に、圓山 いと竹は長楽寺の霞をもれ、清水寺の鐘 聲は音羽山 あらしにはこふ梢の青葉、若楓、さつきまつ花橘 、ほとゝきすの初音待すしも、蛍飛かふ夕闇 なかめこよなうおかし。暑き日の夕風はかのなかれにひたして 薄衣の袂 か ふ秋は猶月の夜ころ荻薄に
の音添ていと哀おほかめれ。朝な夕なの
虫の聲、谷 紅葉はまはゆきまて 染なし、籬の菊はわ てなところの色香 世にすくれけん。 み 月 頃、時雨の空、霜の夜、雪のあした 何にたとふへ 。
山は殊更、花頂霊鷲につらなり、













歿し」 （ 「江戸後期の京阪小説家」 ）に依るしかしかなかった。定雅の墓碑や過去帳などにも享年を示す記載がなく、また管見にして定雅の享年に繋がる他の資料にも行きあたらない。文政九年に八三歳で歿したのなら、逆算して延享元年生まれ。これまでの辞典類には、そう記載されてきた。さら 延 元年生まれなら、不惑を迎えたの 天明三年、 『椿亭記』も同年の作と考えられてきた ところが、 そうすると 『椿花文集』 の記述と合わないのである。 『椿花文集』跋文に書かれた「四壁 一廬」が椿亭を指す ならば、椿亭（椿花亭）が出来 六 三月ということになるのだ。なお、埜行編『半日行脚』の定雅跋文には「…もとより半日の遊行をもて半日行脚と題せしも、すへて名をかさらぬこゝろさし 見るにたれりと春古亭定雅筆していふ。天明四辰春」とある。すなわち天明四 春には「春古亭定雅」と名乗っていた。　
安永から天明初年頃に住していたのは三条河原町辺りの「白梅








































たとある。ここに言う 「菴」 は今まで住んでいた双林寺辺りの庵 「椿花亭」 は異なるのだろ か。同年の序文を持つ盧橘庵著『郭中掃除』
に定雅と思しき人物が登場することは既に藤井氏により指摘









の号「睟川子（士） 」 「定雅」を足したもの。こうしてみると、ここには概ね正確 当時の定雅の姿が描かれていると言える。文化三年頃、定雅は「色里近くに跡をたれ」てい 明治五年写『京都府下遊廓由緒』
	によれば双林寺のある鷲尾町には遊女屋があった





























































定雅」とあった。 『花洛名勝図会』 （巻一）の下河 の項に「下河原　〈祇園大鳥居の正面條をいふ。風流の茶店、楊弓屋、髙樓の貨食家建つらなり。哥舞の妓婦花やかに往返し 醉客街 漂ひて最賑はし〉 （中略）いつの程 か山崩れて川を埋み、今の如く髙樓飛観軒をつらねて哥舞の街なれり。 〈此辺滝本 或は南北のさ や
孔雀楼
	
なと称する宴席多し。今は廃して栂の尾瀧本なと頗る盛ん也。 〉 」という。馬琴の言う「孔雀茶屋」はこの「孔雀楼」のことであろう、どうやら下河原の辺りに存在してらしい。下河原は祇園社の鳥居の正面の道というから、文化十年『真葛草紙』の「感神院 華表 ほとり」という言葉 も矛盾しない。 『都名所図会』 （巻三）には、下河原辺 の図があり、そこには『花洛名勝図会』に出る 楊弓場」や「瀧本」 ほか、 「かはづか池」 「きく水」 「牛王□
」などが見える。
図の前の丁にある解説によれば、蛙が は下河原の西、菊水は下河原の東方、牛王地社は下河原の南にあるという。また、 『京都府遊廓由緒』によれば、鳥居から南下する道は「俗称 」 、その道から東へ入る道、 即ち双林寺 ・ 高台寺へ向 う道を 「双林寺道」 、 「下河原」より東「双林寺道」よ 南の区域を「下河原町」としている。どれにもあいにく孔雀茶屋は描かれていな が この近 であったことに間違いはない。　
ところで、馬琴の息子琴嶺が文化一二年、一八歳で上洛した時の
ことを書きとめた『旅中耳底歴』 の六月二三日 条には次のよう書かれている。




















は、 『 〈拾遺〉都名勝 会』の双林寺周辺を描いた図（巻二）に描かれており、それによれば、双林寺の敷地内に入 階段の元右側（南側）に闌更の舎である「南無庵」 、そ 横に「芭蕉堂 雙林寺の階段を挟んで左手には「大雅堂」 寺の前 道を渡った左側、すなわち寺から見 ば北西の位置 「祇園女御」がある。さらに北 進めば、 山の方に曲がる道があり、 東大谷へと続く。祇園女御旧跡は『花洛名勝図会』の東大谷門前松林参詣道の図（巻三）でも同じ に描かれている。こうしたことから、 双林寺の門前 呼ばれる場所は、東大谷参道より南側、高台寺の方向に向かう道とわかる。同じ

















葛の原）と見える。真葛が原は先にも見たように知恩院（北） 、祇園社（西） 、円山安養寺（東） 、東大谷（南）で囲まれたあたりを指すようであるが ここで至った二人の居宅の場所を考え合わせるに、彼らは『花洛名勝図会』に定義された真葛が原 内に住んでいたわけではなさそうである。 「真葛が原」とは、さらに広範を指すのか、いわゆる真葛が原の近くという程度の意味合いで象徴的に用いられた語なのかははっきりしない。なお、双林 の門前の土地、つまり祇園女御旧跡の周辺であるが、 この辺りの画を 『 〈拾遺〉 都名所図会』や『花洛名勝図会』で見ると、草が茂っていたり、耕している農民が描かれていたりする。そもそも祇園女御 旧跡は「今に此地を耕さんとすれは必祟あ て恐れをなす。此地 薨後 寺となして蓮華院と号せしか其寺も廃絶したり。しかとも一㚑有 地主と成しにや昔より此地を領するもの し。地を動くをはかならす祟 あるなりとそ。 」 （ 『花洛名勝図会』巻三）とあるように、気味の悪い言い伝えがあるから、 古跡の近くに人が住みたがらない も無理はな 。祇園林や下河原の喧騒と比べ ば、双林寺門前 幾分静かな土地であっただろう。東大谷からそう離 な この辺りまで真葛が原という認識ももしかした あったの もしれ い。ともあれ、土卵の住居、俳仙堂の場所はかな 狭い一角にまで絞られた。　
ところで、俳仙堂は下河原の東であるなら、双林寺西阿弥のかた






















である。 その画は文政六年一〇月に岸駒に描かせたものだという （同書） 。なお、馬琴の息子琴嶺が「この家に芭蕉の肖像あり。 」といっ
定雅の号と移居
六三
ていたものは、 時期からしてこれではなく、 「俳仙堂の記」 にある 「翁の木造」のことだろう。　
さて、 『晴翁漫筆』によれば、まず、定雅歿後、定雅の門人のう
ちから、朝陽が俳仙堂を継ぎ、最終的には定雅の弟の甥が俳仙堂を名乗ったということになる。鸞山が帒美の甥ならば、定雅や美角の子とも考えられるが、定雅の子ならばそう書いただろうから違うのであろう。俳仙堂歴代については、少しく考証が必要であるので、別稿を用意したい。 もあれ、 『晴翁慢筆』 は安政六年序 あるから、定雅が死して後およそ三〇年で が築いた下河原の俳諧学校は無くなってしまっていたのであ 。註１
	
藤井乙男「西村定雅」 「江戸後期の京阪小説家」 （ 『江戸文学研究』内外出版
　
一九二一年） 、中村俊定「定雅」 （ 『続俳句講座（俳人評
伝篇） 』改造社
　




















































































































天理図書館綿屋文庫蔵写本（わ・一九八 ・三八）による。暁鐘成著『晴翁漫筆』巻之三（浪速叢書一一『稿本随筆集』 （一九二九年）に翻刻あり）中には「又定雅その先に文化の頃。知恩院町に閑居せし傍邊の形勢を書たる戯文に云」として、 『そのとなり』の本文を書き写している。
28	

















理大学図書館綿屋文庫『春懐帒』 （わ・二一九 ・ 三八 ・ 一三）による。ほかに柿衛文庫にも所蔵される（ ・九九五 ・ 一二四四） 。
32	
引用は天理図書館綿屋文庫（わ・二一五 ・ 一八） よる。
33	
引用は同右（わ・二一九 ・ 三八 ・ 一六）によ 。刊行については註
31
参照。
34	
「牛王」のあと難読。解説には「牛王地社」 。
35	
祇園女御旧跡に 、明治になって阿弥陀堂が創建され祇園女御が祀られていたが、平成に入り阿弥陀堂は京田辺に移され、今は尊王山祇園寺が建っている
